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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
コンピュータ実装方法であって、
少なくとも一つのプロセッサが、予め決められた時間の間に、エネルギー消費物理資産の
集合体に対し、
ｉ）資産固有履歴データと、
ｉｉ）少なくとも一つの需要計器、少なくとも一つのセンサ又はこれらの双方からの資産
固有現行エネルギー消費データと
を受信することであって、前記資産固有履歴データは、
１）資産固有履歴エネルギー消費データと、
２）少なくとも一つの第１資産固有履歴動作特性と、
３）少なくとも一つの第１資産固有履歴環境特性と、
４）第１資産固有履歴故障損失データと
を含むことと、
前記少なくとも一つのプロセッサが、各対応物理資産カテゴリに対し、対応故障頻度と、
前記資産固有履歴データに少なくとも部分的に基づく各故障の対応平均重大度とを決定す
ることと、
前記少なくとも一つのプロセッサが、前記対応故障頻度及び各故障の対応平均重大度に少
なくとも部分的に基づいて各対応物理資産カテゴリに対し、各物理資産当たりの調整され
た故障損失値を決定することと、
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前記少なくとも一つのプロセッサが、前記資産固有現行エネルギー消費データに少なくと
も部分的に基づいて各対応物理資産カテゴリに対し、各物理資産当たりの対応平均現行エ
ネルギー消費値を決定することと、
前記少なくとも一つのプロセッサが、前記エネルギー消費物理資産の集合体の少なくとも
一つのエネルギー消費物理資産を代表する各対応エネルギー消費場所を特定物理資産カテ
ゴリに関連付けることと、
前記少なくとも一つのプロセッサが、各対応エネルギー消費場所に対し、
ｉ）対応するエネルギー消費場所に関連付けられた対応物理資産カテゴリそれぞれにおけ
る、前記エネルギー消費物理資産の集合体の少なくとも一つのエネルギー消費物理資産の
数と、
ｉｉ）各対応物理資産カテゴリに対する各物理資産当たりの対応平均現行エネルギー消費
値と
に少なくとも部分的に基づいて、特定使用ベース故障保険料値を決定することと、
前記少なくとも一つのプロセッサが、前記対応エネルギー消費場所の特定使用ベース故障
保険料値に少なくとも部分的に基づいて、
ｉ）前記少なくとも一つのエネルギー消費物理資産にサービスを提供する少なくとも一つ
のサービスプロバイダ、
ｉｉ）前記少なくとも一つのエネルギー消費物理資産に関連付けられた少なくとも一つの
事業体の少なくとも一つの電子デバイス、
ｉｉｉ）前記少なくとも一つのセンサ、又は
ｉｖ）前記少なくとも一つのエネルギー消費物理資産
の少なくとも一つに対し、少なくとも一つの警告を発生させることと
を含み、
前記少なくとも一つの電子警告は、前記少なくとも一つのエネルギー消費物理資産のエネ
ルギー使用の場所固有レベルに対し、
ｉ）新たな使用ベース故障保険料値、又は前記使用ベース故障保険料値の変更を要求する
ことと、
ｉｉ）前記少なくとも一つのエネルギー消費物理資産に関連付けられた少なくとも一人の
ユーザに、前記少なくとも一つのエネルギー消費物理資産のエネルギー使用のレベルを変
更させることと、
ｉｉｉ）前記少なくとも一つのエネルギー消費物理資産の動作条件に関連付けられる少な
くとも一つの動作特性を調整するように前記少なくとも一人のユーザに命令することと、
ｉｖ）前記少なくとも一つのエネルギー消費物理資産の環境条件に関連付けられる少なく
とも一つの環境特性を調整するように前記少なくとも一人のユーザに命令することと、
ｖ）前記少なくとも一つのセンサの少なくともセンサ動作を調整するように前記少なくと
も一人のユーザに命令することと
の少なくとも一つによって影響を与えるべく構成される、コンピュータ実装方法。
【請求項２】
前記少なくとも一つのエネルギー消費物理資産は、一つ以上の機器ユニット（ＵＯＥ）を
含む物理構成である、請求項１のコンピュータ実装方法。
【請求項３】
前記少なくとも一つのセンサは、少なくとも一つの光パラメータ、少なくとも一つの音響
パラメータ、少なくとも一つの圧力パラメータ、少なくとも一つの温度パラメータ、少な
くとも一つの温度パラメータ、少なくとも一つの加速度パラメータ、少なくとも一つの磁
気パラメータ、少なくとも一つの生物学的パラメータ、少なくとも一つの化学的パラメー
タ、又は少なくとも一つの運動パラメータの少なくとも一つを検出する、請求項１又は２
のコンピュータ実装方法。
【請求項４】
前記少なくとも一つの光パラメータは、赤外光パラメータ、可視光パラメータ及び紫外光
パラメータからなる群から選択される、請求項３のコンピュータ実装方法。
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【請求項５】
各対応エネルギー消費場所が、前記少なくとも一つのエネルギー消費物理資産の物理的場
所を特定するグローバルポジショニングシステム（ＧＰＳ）データに基づいて定義される
、請求項１から４のいずれか一項のコンピュータ実装方法。
【請求項６】
前記少なくとも一つのセンサは、
ｉ）液体圧力センサ、
ｉｉ）液体流量センサ、
ｉｉｉ）温度センサ、
ｉｖ）気体流量センサ、
ｖ）気体圧力センサ、又は
ｖｉ）電気システムセンサ
の一つである、請求項１から５のいずれか一項のコンピュータ実装方法。
【請求項７】
前記少なくとも一つのプロセッサが、各対応エネルギー消費場所を特定物理資産カテゴリ
に関連付けることはさらに、前記少なくとも一つのプロセッサが、前記対応エネルギー消
費場所の前記一つ以上のＵＯＥを前記特定物理資産カテゴリに分類することを含む、請求
項２のコンピュータ実装方法。
【請求項８】
前記対応エネルギー消費場所の前記一つ以上のＵＯＥを前記特定物理資産カテゴリに分類
することは、前記少なくとも一つのプロセッサが、標準工業分類（ＳＩＣ）コードに少な
くとも部分的に基づいて物理資産を分類するべく訓練されてきた少なくとも一つの機械学
習技法を適用することを含む、請求項７のコンピュータ実装方法。
【請求項９】
前記資産固有履歴エネルギー消費データ及び前記資産固有現行エネルギー消費データは、
単位がキロワット時（ｋｗｈ）である、請求項１から８のいずれか一項のコンピュータ実
装方法。
【請求項１０】
前記少なくとも一つのプロセッサが、前記資産固有履歴エネルギー消費データ及び前記資
産固有現行エネルギー消費データを対応するｋｗｈ量に変換することをさらに含む、請求
項９のコンピュータ実装方法。
【請求項１１】
システムであって、
少なくとも一つの専用コンピュータを含み、
前記少なくとも一つの専用コンピュータは、
特定のコンピュータ実行可能プログラムコードを格納する非一過性コンピュータメモリと
、
少なくとも一つのコンピュータプロセッサと
を含み、
前記少なくとも一つのコンピュータプロセッサは、前記特定のプログラムコードを実行す
ると、少なくとも以下の動作、すなわち、
予め決定された時間の間に、エネルギー消費物理資産の集合体に対して
ｉ）資産固有履歴データと、
ｉｉ）少なくとも一つの需要計器、少なくとも一つのセンサ又はこれらの双方からの資産
固有現行エネルギー消費データと
を受信する動作であって、前記資産固有履歴データは、
１）資産固有履歴エネルギー消費データと、
２）少なくとも一つの第１資産固有履歴動作特性と、
３）少なくとも一つの第１資産固有履歴環境特性と、
４）第１資産固有履歴故障損失データと
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を含む動作と、
各対応物理資産カテゴリに対し、対応故障頻度と、前記資産固有履歴データに少なくとも
部分的に基づく各故障の対応平均重大度とを決定する動作と、
前記対応故障頻度及び各故障の対応平均重大度に少なくとも部分的に基づいて各対応物理
資産カテゴリに対し、各物理資産当たりの調整された故障損失値を決定する動作と、
前記資産固有現行エネルギー消費データに少なくとも部分的に基づいて各対応物理資産カ
テゴリに対し、各物理資産当たりの対応平均現行エネルギー消費値を決定する動作と、
前記エネルギー消費物理資産の集合体の少なくとも一つのエネルギー消費物理資産を代表
する各対応エネルギー消費場所を特定物理資産カテゴリに関連付ける動作と、
各対応エネルギー消費場所に対し、
ｉ）対応するエネルギー消費場所に関連付けられた各対応物理資産カテゴリにおける、前
記エネルギー消費物理資産の集合体の少なくとも一つのエネルギー消費物理資産の数と、
ｉｉ）各対応物理資産カテゴリに対する各対応物理資産当たりの対応平均現行エネルギー
消費値と
に少なくとも部分的に基づいて特定使用ベース故障保険料値を決定する動作と、
前記対応エネルギー消費場所の特定使用ベース故障保険料値に少なくとも部分的に基づい
て、
ｉ）前記少なくとも一つのエネルギー消費物理資産にサービスを提供する少なくとも一つ
のサービスプロバイダ、
ｉｉ）前記少なくとも一つのエネルギー消費物理資産に関連付けられた少なくとも一つの
事業体の少なくとも一つの電子デバイス、
ｉｉｉ）前記少なくとも一つのセンサ、又は
ｉｖ）前記少なくとも一つのエネルギー消費物理資産
の少なくとも一つに対し、少なくとも一つの警告を発生させる動作と
を行うべく構成され、
前記少なくとも一つの電子警告は、前記少なくとも一つのエネルギー消費物理資産のエネ
ルギー使用の場所固有レベルに対し、
ｉ）新たな使用ベース故障保険料値、又は前記使用ベース故障保険料値の変更を要求する
ことと、
ｉｉ）前記少なくとも一つのエネルギー消費物理資産に関連付けられた少なくとも一人の
ユーザに、前記少なくとも一つのエネルギー消費物理資産のエネルギー使用のレベルを変
更させることと、
ｉｉｉ）前記少なくとも一つのエネルギー消費物理資産の動作条件に関連付けられる少な
くとも一つの動作特性を調整するように前記少なくとも一人のユーザに命令することと、
ｉｖ）前記少なくとも一つのエネルギー消費物理資産の環境条件に関連付けられる少なく
とも一つの環境特性を調整するように前記少なくとも一人のユーザに命令することと、
ｖ）前記少なくとも一つのセンサの少なくともセンサ動作を調整するように前記少なくと
も一人のユーザに命令することと
の少なくとも一つによって影響を与えるべく構成される、システム。
【請求項１２】
前記少なくとも一つのエネルギー消費物理資産は、一つ以上の機器ユニット（ＵＯＥ）を
含む物理構成である、請求項１１のシステム。
【請求項１３】
前記少なくとも一つのセンサは、少なくとも一つの光パラメータ、少なくとも一つの音響
パラメータ、少なくとも一つの圧力パラメータ、少なくとも一つの温度パラメータ、少な
くとも一つの温度パラメータ、少なくとも一つの加速度パラメータ、少なくとも一つの磁
気パラメータ、少なくとも一つの生物学的パラメータ、少なくとも一つの化学的パラメー
タ、又は少なくとも一つの運動パラメータの少なくとも一つを検出する、請求項１１又は
１２のシステム。
【請求項１４】
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前記少なくとも一つの光パラメータは、赤外光パラメータ、可視光パラメータ及び紫外光
パラメータからなる群から選択される、請求項１３のシステム。
【請求項１５】
各対応エネルギー消費場所が、前記少なくとも一つのエネルギー消費物理資産の物理的場
所を特定するグローバルポジショニングシステム（ＧＰＳ）データに基づいて定義される
、請求項１１から１４のいずれか一項のシステム。
【請求項１６】
前記少なくとも一つのセンサは、
ｉ）液体圧力センサ、
ｉｉ）液体流量センサ、
ｉｉｉ）温度センサ、
ｉｖ）気体流量センサ、
ｖ）気体圧力センサ、又は
ｖｉ）電気システムセンサ
の一つである、請求項１１から１４のいずれか一項のシステム。
【請求項１７】
各対応エネルギー消費場所を前記特定物理資産カテゴリに関連付けることはさらに、前記
対応エネルギー消費場所の前記一つ以上のＵＯＥを前記特定物理資産カテゴリに分類する
ことを含む、請求項１２のシステム。
【請求項１８】
前記対応エネルギー消費場所の前記一つ以上のＵＯＥを前記特定物理資産カテゴリに分類
することは、標準工業分類（ＳＩＣ）コードに少なくとも部分的に基づいて物理資産を分
類するべく訓練されてきた少なくとも一つの機械学習技法を適用することを含む、請求項
１７のシステム。
【請求項１９】
前記資産固有履歴エネルギー消費データ及び前記資産固有現行エネルギー消費データは、
単位がキロワット時（ｋｗｈ）である、請求項１１から１８のいずれか一項のシステム。
【請求項２０】
前記少なくとも一つのコンピュータプロセッサは、前記特定のプログラムコードを実行す
ると、少なくとも以下の動作、すなわち、前記資産固有履歴エネルギー消費データ及び前
記資産固有現行エネルギー消費データを対応するｋｗｈ量に変換する動作をさらに含む、
請求項１９のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、あらゆる目的のために参照によりここに組み入れられる２０１７年７月２７
日に出願された米国仮出願第６２／５３７，６８４号の利益を主張する。
【０００２】
　いくつかの実施形態において、本発明は、エネルギー使用の資産固有レベルに基づいて
機器動作を管理するべくセンサ駆動の動的調整可能フィードバックループを利用するコン
ピュータシステム及びコンピュータ実装方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　現在のコンピューティングの時代は、様々な固有の機能を行う小さなデバイスのアレイ
を導入してきた。例えば、センサ又はセンサデバイスは、構造及び低電力技術の著しい進
展を遂げている。いくつかのアプリケーションにおいて、センサは、微小電気機械システ
ムすなわちＭＥＭＳ技術を利用し得る。センサは、埋め込みプロセッサ、デジタルストレ
ージ、電源、送受信器、並びにセンサ、環境検出器及び／又はアクチュエータのアレイの
ような、一つを超えるコンポーネントを含み得る。いくつかの場合、センサは、小さな電
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池、太陽電池、又は環境電力エネルギーに依存し、メンテナンスなしで長期間動くことが
できる。いくつかのアプリケーションにおいて、センサは、一つ以上の機器ユニットの中
に存在し又は当該機器ユニットに取り付けられ、関連機器の一つ以上の動作及び／又は環
境条件に関するデータを収集するタスクを担っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許出願公開第２０１７／００７６２６３（Ａ１）号公報
【発明の概要】
【０００５】
　いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形
態の組み合わせにおいて、本発明は、典型的な独創的コンピュータ実装方法を与える。こ
の方法は少なくとも、少なくとも一つのプロセッサが、予め決定された時間の間に、エネ
ルギー消費物理資産の集合体に対し、ｉ）資産固有履歴データと、ｉｉ）少なくとも一つ
の需要計器、少なくとも一つのセンサ、又はこれらの双方からの資産固有現行エネルギー
消費データとを受信するステップであって、当該資産固有履歴データは、１）資産固有履
歴エネルギー消費データ、２）少なくとも一つの第１資産固有履歴動作特性、３）少なく
とも一つの第１資産固有履歴環境特性、及び４）第１資産固有履歴故障損失データを含む
ステップと、当該少なくとも一つのプロセッサが、各対応物理資産カテゴリに対し、対応
故障頻度と、当該資産固有履歴データに少なくとも部分的に基づく各故障の対応平均重大
度とを決定するステップと、当該少なくとも一つのプロセッサが、当該対応故障頻度及び
各故障の対応平均重大度に少なくとも部分的に基づいて各対応物理資産カテゴリに対し、
各物理資産当たりの調整された故障損失値を決定するステップと、当該少なくとも一つの
プロセッサが、当該資産固有現行エネルギー消費データに少なくとも部分的に基づいて各
対応物理資産カテゴリに対し、各物理資産当たりの対応平均現行エネルギー消費値を決定
するステップと、当該少なくとも一つのプロセッサが、当該エネルギー消費物理資産の集
合体の少なくとも一つのエネルギー消費物理資産を代表する各対応エネルギー消費場所を
、特定物理資産カテゴリに関連付けるステップと、当該少なくとも一つのプロセッサが、
各対応エネルギー消費場所に対し、ｉ）対応するエネルギー消費場所に関連付けられた各
対応物理資産カテゴリにおける、当該エネルギー消費物理資産の集合体の少なくとも一つ
のエネルギー消費物理資産の数と、ｉｉ）各対応物理資産カテゴリに対する各物理資産当
たりの対応平均現行エネルギー消費値とに少なくとも部分的に基づいて、特定使用ベース
故障保険料値を決定するステップと、当該少なくとも一つのプロセッサが、当該対応エネ
ルギー消費場所の特定使用ベース故障保険料値に少なくとも部分的に基づいて、ｉ）当該
少なくとも一つのエネルギー消費物理資産にサービスを提供する少なくとも一つのサービ
スプロバイダ、ｉｉ）当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産に関連付けられた少
なくとも一つの事業体の少なくとも一つの電子デバイス、ｉｉｉ）当該少なくとも一つの
センサ、又はｉｖ）当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産の少なくとも一つに対
し、少なくとも一つの警告を発生させるステップとを含み、当該少なくとも一つの電子警
告は、当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産のエネルギー使用の場所固有レベル
に対し、ｉ）新たな使用ベース故障保険料値、又は当該使用ベース故障保険料値の変更を
要求すること、ｉｉ）当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産に関連付けられた少
なくとも一人のユーザに、当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産のエネルギー使
用のレベルを変更させること、ｉｉｉ）当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産の
少なくとも一つの動作特性を調整するように当該少なくとも一人のユーザに命令すること
、ｉｖ）当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産の少なくとも一つの環境特性を調
整するように当該少なくとも一人のユーザに命令すること、及びｖ）当該少なくとも一つ
のセンサの少なくともセンサ動作を調整するように当該少なくとも一人のユーザに命令す
ることの少なくとも一つによって影響を与えるべく構成される。
【０００６】
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　いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形
態の組み合わせにおいて、当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産は、一つ以上の
機器ユニット（ＵＯＥ）を含む物理構成である。いくつかの実施形態において、及び随意
的に、以上又は以下に記載される任意の実施形態の組み合わせにおいて、当該少なくとも
一つの履歴環境特性は、少なくとも一つの光パラメータ、少なくとも一つの音響パラメー
タ、少なくとも一つの圧力パラメータ、少なくとも一つの温度パラメータ、少なくとも一
つの温度パラメータ、少なくとも一つの加速度パラメータ、少なくとも一つの磁気パラメ
ータ、少なくとも一つの生物学的パラメータ、少なくとも一つの化学的パラメータ、又は
少なくとも一つの運動パラメータの少なくとも一つである。いくつかの実施形態において
、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形態の組み合わせにおいて、当該
少なくとも一つの光パラメータは、赤外光パラメータ、可視光パラメータ及び紫外光パラ
メータからなる群から選択される。いくつかの実施形態において、各対応エネルギー消費
場所が、少なくとも一つのエネルギー消費物理資産の物理的場所を特定するグローバルポ
ジショニングシステム（ＧＰＳ）データに基づいて定義される。いくつかの実施形態にお
いて、当該少なくとも一つのセンサは、ｉ）液体圧力センサ、ｉｉ）液体流量センサ、ｉ
ｉｉ）温度センサ、ｉｖ）気体流量センサ、ｖ）気体圧力センサ、又はｖｉ）電気システ
ムセンサの一つである。
【０００７】
　いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形
態の組み合わせにおいて、当該少なくとも一つのプロセッサが、各対応エネルギー消費場
所を当該特定物理資産カテゴリに関連付けるステップはさらに、当該少なくとも一つのプ
ロセッサが、当該対応エネルギー消費場所の一つ以上のＵＯＥを当該特定物理資産カテゴ
リに分類することを含む。いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に
記載される任意の実施形態の組み合わせにおいて、当該対応エネルギー消費場所の一つ以
上のＵＯＥを当該特定物理資産カテゴリに分類することは、当該少なくとも一つのプロセ
ッサが、標準工業分類（ＳＩＣ）コードに少なくとも部分的に基づいて物理資産を分類す
るべく訓練されてきた少なくとも一つの機械学習技法を適用することを含む。
【０００８】
　いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形
態の組み合わせにおいて、当該資産固有履歴エネルギー消費データ及び資産固有現行エネ
ルギー消費データは、単位がキロワット時（ｋｗｈ）である。いくつかの実施形態におい
て、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形態の組み合わせにおいて、前
記少なくとも一つのプロセッサが、当該資産固有履歴エネルギー消費データ及び資産固有
現行エネルギー消費データを対応するｋｗｈ量に変換する。
【０００９】
　いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形
態の組み合わせにおいて、本発明は、典型的な独創的システムを与える。このシステムは
少なくとも以下のコンポーネント、すなわち少なくとも一つの専用コンピュータを含む。
この専用コンピュータは、特定のコンピュータ実行可能プログラムコードを格納する非一
過性コンピュータメモリ、及び少なくとも一つのコンピュータプロセッサを含む。このコ
ンピュータプロセッサは、当該特定のプログラムコードが実行されると、少なくとも以下
の動作、すなわち、予め決定された時間の間に、エネルギー消費物理資産の集合体に対し
、ｉ）資産固有履歴データと、ｉｉ）少なくとも一つの需要計器、少なくとも一つのセン
サ又はこれらの双方からの資産固有現行エネルギー消費データとを受信する動作であって
、当該資産固有履歴データは、１）資産固有履歴エネルギー消費データ、２）少なくとも
一つの第１資産固有履歴動作特性、３）少なくとも一つの第１資産固有履歴環境特性、及
び４）第１資産固有履歴故障損失データを含む動作と、各対応物理資産カテゴリに対し、
対応故障頻度と、当該資産固有履歴データに少なくとも部分的に基づく各故障の対応平均
重大度とを決定する動作と、当該対応故障頻度及び各故障の対応平均重大度に少なくとも
部分的に基づいて各対応物理資産カテゴリに対し、各物理資産当たりの調整された故障損
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失値を決定する動作と、当該資産固有現行エネルギー消費データに少なくとも部分的に基
づいて各対応物理資産カテゴリに対し、各物理資産当たりの対応平均現行エネルギー消費
値を決定する動作と、当該エネルギー消費物理資産の集合体の少なくとも一つのエネルギ
ー消費物理資産を代表する各対応エネルギー消費場所を、特定物理資産カテゴリに関連付
ける動作と、各対応エネルギー消費場所に対し、ｉ）対応するエネルギー消費場所に関連
付けられた各対応物理資産カテゴリにおける、当該エネルギー消費物理資産の集合体の少
なくとも一つのエネルギー消費物理資産の数と、ｉｉ）各対応物理資産カテゴリに対する
各物理資産当たりの対応平均現行エネルギー消費値とに少なくとも部分的に基づいて、特
定使用ベース故障保険料値を決定する動作と、当該対応エネルギー消費場所の特定使用ベ
ース故障保険料値に少なくとも部分的に基づいて、ｉ）当該少なくとも一つのエネルギー
消費物理資産にサービスを提供する少なくとも一つのサービスプロバイダ、ｉｉ）当該少
なくとも一つのエネルギー消費物理資産に関連付けられた少なくとも一つの事業体の少な
くとも一つの電子デバイス、ｉｉｉ）当該少なくとも一つのセンサ、又はｉｖ）当該少な
くとも一つのエネルギー消費物理資産の少なくとも一つに対し、少なくとも一つの警告を
発生させる動作とを行うべく構成され、当該少なくとも一つの電子警告は、当該少なくと
も一つのエネルギー消費物理資産のエネルギー使用の場所固有レベルに対し、ｉ）新たな
使用ベース故障保険料値、又は当該使用ベース故障保険料値の変更を要求すること、ｉｉ
）当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産に関連付けられた少なくとも一人のユー
ザに、当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産のエネルギー使用のレベルを変更さ
せること、ｉｉｉ）当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産の少なくとも一つの動
作特性を調整するように当該少なくとも一人のユーザに命令すること、ｉｖ）当該少なく
とも一つのエネルギー消費物理資産の少なくとも一つの環境特性を調整するように当該少
なくとも一人のユーザに命令すること、及びｖ）当該少なくとも一つのセンサの少なくと
もセンサ動作を調整するように当該少なくとも一人のユーザに命令することの少なくとも
一つによって影響を与えるべく構成される。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
　これらの特徴及びさらなる特徴が、以下の記載及び図面を参照して明らかとなる。ここ
で、いくつかの図全体にわたり、同じ構造は同じ数字で参照される。示される図面は必ず
しも一定の縮尺ではなく、その代わり、本発明の原理を図示するときに一般に強調がなさ
れる。さらに、いくつかの機能が、特定のコンポーネントの詳細を示すべく誇張され得る
。したがって、ここに開示される具体的な構造及び機能的な詳細は、限定と解釈してはな
らず、本発明を様々に用いることの当業者への教示を目的とする代表的な基礎と解釈すべ
きである。
【００１１】
【図１】本発明の少なくともいくつかの実施形態に係る本発明の所定の側面を示す。
【図２】本発明の少なくともいくつかの実施形態に係る本発明の所定の側面を示す。
【図３Ａ】本発明の少なくともいくつかの実施形態に係る本発明の所定の側面を示す。
【図３Ｂ】本発明の少なくともいくつかの実施形態に係る本発明の所定の側面を示す。
【図４】本発明の少なくともいくつかの実施形態に係る本発明の所定の側面を示す。
【図５】本発明の少なくともいくつかの実施形態に係る本発明の所定の側面を示す。
【図６】本発明の少なくともいくつかの実施形態に係る本発明の所定の側面を示す。
【図７】本発明の少なくともいくつかの実施形態に係る本発明の所定の側面を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の詳細な実施形態がここに開示されるが、この開示の実施形態は、様々な形態で
具体化され得る本発明の例示にすぎないことを理解すべきである。加えて、本発明の様々
な実施形態と関連して与えられる複数例のそれぞれは、例示であることが意図され、制限
であるとは意図されない。関連業界にあり本開示を所有する者が通常想起するここに例示
される独創的特徴の任意の改変及びさらなる修正、及びここに例示される本発明の原理の
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付加的な応用も、本発明の範囲内とみなされる。
【００１３】
　本明細書及び特許請求の範囲全体にわたり、以下の用語は、文脈上明らかにそうでない
ことが示されない限り、明示的にここに関連付けられる意味を有する。ここに使用される
「一実施形態において」及び「いくつかの実施形態において」との語句は、必ずしも同じ
実施形態を称するわけではないが、そうであってもよい。さらに、ここに使用される「他
実施形態において」及び「いくつかの他実施形態において」との語句は、必ずしも異なる
実施形態を称するわけではないが、そうであってもよい。すなわち、以下に記載するよう
に、本発明の様々な実施形態は、本発明の範囲又は要旨から逸脱することなく、容易に組
み合わせてよい。
【００１４】
　用語「～に基づいて」は、排他的ではなく、文脈上明らかにそうでないことが示されな
い限り、記載されない付加的な因子に基づくことも許容する。加えて、本明細書全体にわ
たり、「一」、「一の」、「一つの」、「その」、「この」、「当該」及び「前記」は複
数の参照も含む。「～において」の意味は、「～の中に」及び「～の上に」を含む。
【００１５】
　理解されることだが、ここに記載される様々な実施形態の少なくとも一つの側面／機能
は、リアルタイムで及び／又は動的に行うことができる。ここに使用されるように、用語
「リアルタイム」は、一の事象／行為が、他の事象／行為が生じたときに瞬時に又はほぼ
瞬時に生じ得ることを指す。例えば、「リアルタイム処理」、「リアルタイム計算」及び
「リアルタイム実行」はすべて、関連物理プロセス（例えばユーザが携帯デバイスにおけ
るアプリケーションと相互作用をすること）が生じる実時間中の計算の性能に関し、当該
計算の結果を、当該物値プロセスを案内するときに使用することができる。
【００１６】
　ここに使用されるように、用語「ランタイム」は、ソフトウェアアプリケーション、又
はソフトウェアアプリケーションの少なくとも一部の実行中に動的に決定される任意の挙
動に対応する。
【００１７】
　ここに使用されるように、用語「動的に」は、事象及び／又は行為が、なんら人の介入
なくトリガを受け及び／又は生じ得ることを意味する。いくつかの実施形態において、本
発明に係る事象及び／又は行為は、リアルタイムで、及び／又は一ナノ秒、数ナノ秒、一
ミリ秒、数ミリ秒、一分、数分、毎時、数時間、毎日、数日、毎週、毎月等の少なくとも
一つの予め決められた周期性に基づき得る。
【００１８】
　いくつかの実施形態において、独創的電子システムは、分散ネットワーク環境における
電子携帯デバイス（例えばスマートフォン、センサ等）及びサーバ、適切なデータ通信ネ
ットワーク（例えばインターネット等）を経由する通信、並びに少なくとも一つの適切な
データ通信プロトコル（例えばＩＰＸ／ＳＰＸ、Ｘ．２５、ＡＸ．２５、ＡｐｐｌｅＴａ
ｌｋ（登録商標）、ＴＣＰ／ＩＰ（例えばＨＴＴＰ）等）に関連付けられる。いくつかの
実施形態において、複数の同時ネットワーク参加者（例えばセンサ、サーバ、機器のユニ
ット等）を、少なくとも１００（例えば１００～９９９だがこれらに限られない）、少な
くとも１，０００（例えば１，０００～９，９９９だがこれらに限られない）、少なくと
も１０，０００（例えば１０，０００～９９，９９９だがこれらに限られない）、少なく
とも１００，０００（例えば１００，０００～９９９，９９９だがこれらに限られない）
、少なくとも１，０００，０００（例えば１，０００，０００～９，９９９，９９９だが
これらに限られない）、少なくとも１０，０００，０００（例えば１０，０００，０００
～９９，９９９，９９９だがこれらに限られない）、少なくとも１００，０００，０００
（例えば１００，０００，０００～９９９，９９９，９９９だがこれらに限られない）、
少なくとも１，０００，０００，０００（例えば１，０００，０００，０００～１０，０
００，０００，０００だがこれらに限られない）としてよいが、これらに限られない。
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【００１９】
　いくつかの実施形態において、関連付けられたデバイスを有する独創的な特別にプログ
ラムされた計算システムは、分散ネットワーク環境、適切なデータ通信ネットワーク（例
えばインターネット等）を経由した通信、少なくとも一つの適切なデータ通信プロトコル
（例えばＩＰＸ／ＳＰＸ、Ｘ．２５、ＡＸ．２５、ＡｐｐｌｅＴａｌｋ（登録商標）、Ｔ
ＣＰ／ＩＰ（例えばＨＴＴＰ）等）の利用において動作するべく構成される。当然のこと
ながら、ここに記載される実施形態は、もちろん、任意の適切なハードウェア及び／又は
計算ソフトウェア言語を使用して実装することができる。これに関し、当業者は、使用さ
れ得るコンピュータハードウェアのタイプ、使用され得るコンピュータプログラミング技
法のタイプ（例えばオブジェクト指向プログラミング）、及びコンピュータプログラミン
グ言語のタイプに精通している（例えばＣ＋＋、Ｏｂｊｅｃｔｉｖｅ－Ｃ、Ｓｗｉｆｔ、
Ｊａｖａ（登録商標）、Ｊａｖａｓｃｒｉｐｔ、Ｐｙｔｈｏｎ、Ｐｅｒｌ）。上記例は、
もちろん、例示であって制限ではない。
【００２０】
　ここに開示されるマテリアルは、ソフトウェア若しくはファームウェア若しくはこれら
の組み合わせで、又は一つ以上のプロセッサによって読み込まれ実行され得る機械可読媒
体に格納された命令として、実装されてよい。機械可読媒体は、機械（例えば計算デバイ
ス）により可読な形態で情報を格納又は送信する任意の媒体及び／又は機構を含み得る。
例えば、機械可読媒体は、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）。ランダムアクセスメモリ（
ＲＡＭ）、磁気ディスク格納媒体、光格納媒体、フラッシュメモリデバイス、電気、光、
音響又は他の形態の伝播信号（例えば搬送波、赤外線信号、デジタル信号等）等を含み得
る。
【００２１】
　他形態において、非一過性コンピュータ可読媒体のような非一過性物品を、それ自体が
一過性の信号を含まない場合を除き、上述した又は他の例のいずれかとともに使用するこ
とができる。これは、ＲＡＭ等のような「一過性」態様でデータを一時的に保持できる信
号それ自体以外の当該要素を含む。
【００２２】
　ここに使用されるように、用語「コンピュータエンジン」及び「エンジン」は、（ライ
ブラリ、ソフトウェア開発キット（ＳＤＫ）、オブジェクト等のような）他のソフトウェ
ア及び／又はハードウェアを管理／制御するべく設計／プログラム／構成される少なくと
も一つのソフトウェアコンポーネント、及び／又は少なくとも一つのソフトウェアコンポ
ーネントと少なくとも一つのハードウェアコンポーネントとの組み合わせを特定する。
【００２３】
　ハードウェア要素の例は、プロセッサ、マイクロプロセッサ、回路、回路要素（例えば
トランジスタ、抵抗器、キャパシタ、インダクタ等）、集積回路、特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）、プログラマブルロジックデバイス（ＰＬＤ）、デジタルシグナルプロセッ
サ（ＤＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、ロジックゲート、
レジスタ、半導体デバイス、チップ、マイクロチップ、チップセット等を含み得る。いく
つかの実施形態において、一つ以上のプロセッサは、複合命令セットコンピュータ（ＣＩ
ＳＣ）又は縮小命令セットコンピュータ（ＲＩＳＣ）プロセッサ、ｘ８６命令セット互換
可能プロセッサ、マルチコア、又は任意の他のマイクロプロセッサ若しくは中央処理ユニ
ット（ＣＰＵ）として実装され得る。様々な実装例において、一つ以上のプロセッサは、
デュアルコアプロセッサ、デュアルコアモバイルプロセッサ等としてよい。
【００２４】
　ソフトウェアの例は、ソフトウェアコンポーネント、プログラム、アプリケーション、
コンピュータプログラム、アプリケーションプログラム、システムプログラム、機械プロ
グラム、オペレーティングシステムソフトウェア、ミドルウェア、ファームウェア、ソフ
トウェアモジュール、ルーチン、サブルーチン、ファンクション、メソッド、プロシージ
ャ、ソフトウェアインタフェイス、アプリケーションプログラムインタフェイス（ＡＰＩ
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）、命令セット、計算コード、コンピュータコード、コードセグメント、コンピュータコ
ードセグメント、ワード、値、シンボル、又はこれらの任意の組み合わせを含み得る。一
実施形態がハードウェア要素及び／又はソフトウェア要素を使用して実装されるか否かを
決定することは、所望の計算速度、電力レベル、熱耐性、処理サイクル予算、入力データ
速度、出力データ速度、メモリリソース、データバス速度、及び他の設計又は性能の制約
のような任意数の因子に応じて変わり得る。
【００２５】
　一つの例の実装において、マルチプロセッサシステムは、複数のプロセッサチップを含
み、各プロセッサチップは、少なくとも一つのＩ／Ｏデバイスに接続されたフォトニック
コンポーネントに直接接続されるように設計された少なくとも一つのＩ／Ｏコンポーネン
トを含み得る。いくつかの実施形態において、Ｉ／Ｏデバイスは、周辺コンポーネント相
互接続エクスプレス（ＰＣＩｅ）、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）、イーサネット
（登録商標）、Ｉｎｆｉｎｉｂａｎｄ（登録商標）のような標準インタフェイスとしてよ
い。いくつかの実施形態において、Ｉ／Ｏデバイスは、格納デバイスを含み得る。
【００２６】
　一つの例の実装において、マルチプロセッサシステムは、複数のフォトニックコンポー
ネント及びオフチップメモリを含み得る。オフチップメモリは、プロセッサチップのうち
一つよりも多くにより共有され得る。オフチップメモリは、一つのプロセッサチップに直
接接続され、他のプロセッサチップと、プロセッサツープロセッサアプローチを使用して
実装されたグローバルメモリアーキテクチャを使用して共有され得る。マルチプロセッサ
システムはまた、キャッシュ及び複数のプロセッサチップも含み得る。各プロセッサチッ
プは少なくとも一つのＩ／Ｏコンポーネントを含む。そのＩ／Ｏコンポーネントは、一つ
以上の他のプロセッサチップと通信するフォトニックコンポーネントに直接接続されるよ
うに設計される。少なくとも一つのプロセッサチップの少なくとも一つのＩ／Ｏコンポー
ネントを、ディレクトリベースのキャッシュコヒーレンスプロトコルを使用するように構
成することができる。いくつかの実施形態において、プロセッサチップのうち少なくとも
一つのキャッシュを、ディレクトリ情報を格納するように構成することができる。いくつ
かの実施形態において、オフチップメモリはＤＲＡＭを含んでよい。いくつかの実施形態
において、ディレクトリ情報は、オフチップメモリに、及びプロセッサチップのうちの少
なくとも一つのオンチップキャッシュに格納してよい。いくつかの実施形態において、マ
ルチプロセッサシステムはさらに、２つの異なるオフチップメモリ上のオフチップメモリ
データとディレクトリ情報とを分離するべく構成されたディレクトリサブシステムを含み
得る。
【００２７】
　いくつかの実施形態において、マルチプロセッサシステムはさらに、３ＤのＤＲＡＭメ
モリスタックの一部となる高性能チップに実装されたサブシステムの一部を有するように
構成されたディレクトリサブシステムを含み得る。いくつかの実施形態において、マルチ
プロセッサシステムはさらに、メモリブロックごとに変わる共有者数をサポートするべく
構成されたディレクトリサブシステムを含み得る。いくつかの実施形態において、マルチ
プロセッサシステムはさらに、メモリブロックごとに変わる共有者数を、キャッシングを
使用してサポートするべく構成されたディレクトリサブシステムを含み得る。いくつかの
実施形態において、マルチプロセッサシステムはさらに、メモリブロックごとに変わる共
有者数を、共有者への異なる数のポインタに対する格納を有するエントリへのハッシュを
使用してサポートするべく構成されたディレクトリサブシステムを含み得る。いくつかの
実施形態において、マルチプロセッサシステムはさらに、共有者がゼロのメモリブロック
に割り当てられたストレージを低減するべくハッシュを使用するように構成されたディレ
クトリサブシステムを含み得る。
【００２８】
　少なくとも一つの実施形態の一つ以上の側面を、機械可読媒体に格納された代表的な命
令によって実装することができる。その命令は、機械により読み込まれると、ここに記載
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される技法を行うロジックを作るように当該機械にさせるプロセッサ内の様々なロジック
を表現する。「ＩＰコア」として知られる当該表現は、有体の機械可読媒体に格納されて
、実際にロジック又はプロセッサを作る製造機械にロードする様々な顧客又は製造施設へ
と供給される。
【００２９】
　図１は、典型的なセンサ２０を示す。その多くが、典型的なセンサネットワークを形成
するべく構成され得る。いくつかの実施形態において、典型的なセンサ２０は、様々なサ
イズとしてよく、２５セント硬貨程度の小ささとしてよく、又はそれよりも小さくしてよ
い。センササイズは今やミリメートル範囲にあるからである。いくつかの実施形態におい
て、センサ２０は、電源２２、ロジック回路／マイクロプロセッサ２４、格納デバイス２
５、送信器（又は送受信器）２６、送信器２６に結合された通信カップラ２８、及びセン
サ要素３０を含み得る。いくつかの実施形態において、センサは、電力を受けない又は受
動としてよく、その電力はリーダ又は他の電源から引き込まれる。
【００３０】
　いくつかの実施形態において、電源２２は、電力をセンサ２０に与える。例えば、電源
２２は、バッテリ、太陽電池、及び／又は電力線への接続によってのように外部電源によ
り供給される連続電源を含み得る。例として、格納デバイス２５は、コンピュータデータ
を永続的若しくは半永続的な形態で格納するための、揮発性及び／又は不揮発性媒体、取
り外し可能及び／又は取り外し不可能媒体のような任意のコンピュータ可読媒体を含んで
よく、任意のデータ格納技法によって実装することができる。いくつかの実施形態におい
て、格納デバイス２５は、コンピュータ可読媒体に格納可能な形態にサンプリング又は変
換され得る形態でデータを格納することができる。
【００３１】
　いくつかの実施形態において、典型的な送信器２６は、データ信号を送信するためだけ
に構成してよい。いくつかの実施形態において、送信器２６は、データ信号の受信及び送
信の双方をするべく構成される（送受信器）。いくつかの実施形態において、ここに称さ
れるように「データ信号」は、例えば、格納、転送、結合、比較、及び／又は他の操作が
可能な形態の電流信号、電圧信号、磁気信号及び／又は光信号を、制限なしに含み得る。
いくつかの実施形態において、送信器２６は、通信カップラ２８を使用した中央計算デバ
イス若しくは中央ステーション、一つ以上の機器ユニット、及び／又は随意的に他のセン
サとの通信を目的とする無線、有線、赤外線、光、及び／又は他の通信技法を含み得る。
いくつかの実施形態において、通信カップラ２８は、無線通信用アンテナ、有線通信用接
続部、及び／又は光通信用光ポートを含み得る。
【００３２】
　いくつかの実施形態において、典型的なセンサ２０は、例えば特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）及びプログラマブルロジックのようなハードウェアロジック回路のような、又
は、例えばプログラマブルマイクロプロセッサを含むマイクロコンピュータ若しくはマイ
クロコントローラのような計算デバイスのような、任意タイプのデータ処理キャパシティ
を含み得る。いくつかの実施形態において、図１に示すセンサ２０の実施形態は、マイク
ロプロセッサ２４が与えるデータ処理キャパシティを含み得る。いくつかの実施形態にお
いて、マイクロプロセッサ２４は、メモリ、処理、インタフェースリソース、コントロー
ラ及びカウンタを含み得る。いくつかの実施形態において、マイクロプロセッサ２４はま
た、センサ２０を動作させるべくメモリに格納される一つ以上のプログラムを含み得る。
一実施形態がハードウェアロジック回路を使用する場合、ロジック回路は一般に、センサ
２０を動作させるロジック構造を含む。
【００３３】
　いくつかの実施形態において、センサ２０は、一つ以上のセンサ要素３０を含み得る。
このセンサ要素３０は、一つ以上の機器ユニットに関連付けられたセンサが配置される環
境のパラメータ、及び一つ以上の関連機器ユニットの少なくとも一つの動作特性の少なく
とも一つを検出するように構成され得る。いくつかの実施形態において、例えば、なんら
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の制限もなく、典型的なセンサ要素３０は、光、音響、圧力、温度、熱、加速度、磁気、
生物学、化学及び運動のパラメータの群からの少なくとも一つのパラメータを検出するこ
とができる。いくつかの実施形態において、光パラメータは、赤外光、可視光及び紫外光
のパラメータからなる群からの少なくとも一つを含み得る。例えば、センサ要素３０は、
一定のレベルの光又は光レベルの変化を検出する光センサ、温度を検出する温度センサ、
音を検出する音響センサ、及び／又は動きを検出する運動センサを、制限なしに含み得る
。いくつかの実施形態において、センサ要素３０は、例えば、赤外光、可視光及び／又は
紫外光に関連するデータをキャプチャするＣＣＤ又はＣＭＯＳ撮像器のような、デジタル
画像キャプチャデバイスを、制限なしに含み得る。
【００３４】
　いくつかの実施形態において、典型的なセンサ要素３０は、少なくとも一つの検出状態
を代表するデータ信号を出力するべく構成され得る。いくつかの実施形態において、セン
サ２０は、センサ環境のパラメータに関連するデータを自動的に取得し、中央計算デバイ
スにデータを送信することができる。例えば、音響センサの形態のセンサ要素３０は、音
のレベル及び周波数を取得し、当該レベル及び周波数に関連するデータを時間トラックと
ともに、送信器２６及び通信カップラ２８を使用して送信することができる。いくつかの
実施形態において、取得は、リアルタイム、連続的、断続的、散発的、時折、及び要求時
のような任意の時間ベースとすることができる。いくつかの実施形態において、時間トラ
ックは、センサデータを受信するデバイスのような他の場所に与えることができる。
【００３５】
　さらなる例として、制限なしに、センサ要素３０は、例えば一秒に一回のような周期で
視覚画像を取得して当該視覚画像に関連するデータを時間トラックとともに送信する光デ
ジタルカメラの形態としてよい。いくつかの実施形態において、センサ要素３０は、予め
決められた度数の温度インターバル（例えば２秒、５秒、１０秒等）における温度変化を
検出し、２度ごとの温度変化をその発生時刻とともに送信することができる温度センサの
形態としてよい。上記例はそれぞれ一連の、音響検出のための連続的なものから、２度の
温度変化の発生ごとベースまでを例示する。
【００３６】
　いくつかの実施形態において、センサ要素３０はまた、例えば、制限なしに、そのバッ
テリ／電力レベル又はその無線信号強度のようなセンサ２０自体の動作パラメータも検知
することができる。いくつかの実施形態において、検知されたパラメータに関連するデー
タを含むセンサデータは、任意の信号形態で送信器２６及び通信カップラ２８を介してセ
ンサ２０から、受信器へ送信される。受信器は、例えば、他のセンサ２０、中央計算デバ
イス、又は任意の他のデータ受信器としてよい。センサデータは、パラメータに関連する
データが取得された時刻及び／又は日付を含み得る。
【００３７】
　いくつかの実施形態において、センサ２０は、一意の識別子に関連付け、当該一意の識
別子を、その検知されたパラメータと関連させて通信するべく動作可能とすることができ
る。いくつかの実施形態において、センサ２０は、その場所を、グローバルポジショニン
グシステム（ＧＰＳ）により、既知のポイントを基準とした三角測量により、又は他のセ
ンサとの通信により、決定する構成を含み得る。いくつかの実施形態において、センサ２
０の場所は、事前に確立された既知のパラメータとしてよい。同様に、場所の識別は、セ
ンサに由来し及び／又は転送されるデータに関連付けることができる。
【００３８】
　いくつかの実施形態において、典型的なセンサ２０は、それ自体で及び／又は同様に適
切なセンサの群で、高レベルタスクを含む一定範囲のタスクを達成するべく構成され得る
。いくつかの実施形態において、典型的なタスクは、一般的な情報収集、セキュリティ監
視、産業監視、生物医学監視、及び他の同様のタスクのような動作を含み得る。ここに称
されるように、用語「監視」及び「制御」並びにこれらの置換語及び類義語は、制限なし
に、一つ以上の関連機器ユニットの動作挙動を調整する命令を送り出すことのようなタス
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クを含む。
【００３９】
　いくつかの実施形態において、典型的なセンサ２０及び同様に適切なセンサは、建物（
例えば家、オフィス、産業工場等）の内部に配置してよい。例えば、典型的なセンサ２０
及び同様に適切なセンサが生成する場所固有のセンサデータは、関連する建物及び／又は
一セットの建物の内部及び／又は外部に位置する一つ以上のＵＯＥの動作に関連する特定
の動作条件及び／又は環境条件を示してよい。例えば、場所固有のセンサデータは、様々
な光が点灯している時間、光の強度設定、一般的な電気消費、ＵＯＥ当たりの電気消費、
一般的な水消費、ＵＯＥ当たりの水消費、一般的な天然ガス消費、ＵＯＥ当たりの天然ガ
ス消費に関連するデータを、制限なしに含み得る。例えば、典型的なセンサ２０及び同様
に適切なセンサは、以下のタイプの一つ以上としてよい（ただしこれらに限られない）。
ｉ）液体（例えば水）圧力センサ：構造物内の様々な場所における液圧（例えば水圧）を
検出する。例えば、水圧センサは、構造物の内部又は外部の任意の場所に配置してよく、
ひいては、構造物の配管システム（下水道、水道、ＨＶＡＣシステム、家電及び自動消火
システムを含む）に引き起こされる応力に関連する情報を与えることができる。
ｉｉ）液体（例えば水）流量センサ：配管システム（下水道、水道、ＨＶＡＣシステム、
家電及び自動消火システムを含む）における選択されたポイントを通って流れる流体（例
えば水）の量及び／又は速度を検出する。例えば、水流量センサは、構造物の内部又は外
部の任意の場所に配置してよく、ひいては、構造物へと引き回される水の量に関連する情
報、詳しくは、構造物のその部分が正確に（又は近似的に）どれほどの量の水を受容して
いるのか、を与えることができる。
ｉｉｉ）電気システムセンサ：電気システムセンサは、構造物の電気システムの動作パラ
メータを検出する。電気システムセンサからの読みは、１）電圧が（持続的に）高すぎ又
は低すぎるか否か、２）電圧が頻繁に低下及び／又はスパイクするか否か、３）電気シス
テムを流れる電流、４）エネルギー使用レベルと一日での時間帯等のうち少なくとも一つ
を、制限なしに決定するべく使用し得る。
ｉｖ）温度センサ、
ｖ）気体流量センサ、又は
ｖｉ）気体圧力センサ。
【００４０】
　図２は、本発明の少なくともいくつかの実施形態を実装するのに適切な典型的な計算ア
ーキテクチャ２００のブロック図である。例えば、典型的なネットワークサーバ２０１は
、少なくとも一つの中央処理ユニット（ＣＰＵ）２０２、及び一つ以上のデータベース又
はデータ格納デバイス２０３を少なくとも含み得る。ネットワークサーバ２０１は、多く
の異なる方法で構成することができる。いくつかの実施形態において、典型的なネットワ
ークサーバ２０１は、スタンドアロンコンピュータとしてよく、又は代替的に、典型的な
ネットワークサーバ２０１の機能を、多数の計算システム及びアーキテクチャにわたって
分散してもよい。例えば、典型的なネットワークサーバ２０１は、データベース及びプロ
セッサが別個のユニット及び／又は場所に収容される分散アーキテクチャで構成してもよ
い。
【００４１】
　いくつかの実施形態において、典型的な計算アーキテクチャ２００は、少なくとも、様
々なセンサ（１～ｎ）２０４、機器ユニット（「ＵＯＥ」）（１～ｎ）２０５、他のサー
バ／コンピュータシステム２０９、及び／又はユーザデバイス２０８（例えばコンピュー
タ、ラップトップ、スマートフォン等）の間でデータの交換をするように、ネットワーク
環境に統合された任意の有線タイプ及び無線タイプを利用するべく構成してよい。いくつ
かの実施形態において、典型的なネットワークサーバ２０１は、少なくとも、様々なセン
サ（１～ｎ）２０４、機器ユニット（「ＵＯＥ」）（１～ｎ）２０５、他のサーバ／コン
ピュータシステム２０９、及び／又はユーザデバイス２０８（例えばコンピュータ、ラッ
プトップ、スマートフォン等）の間でデータの交換をするように、一つ以上の通信プロト
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コル２０６及び２０７を利用するべく構成／プログラムすることができる。いくつかの実
施形態において、典型的な通信プロトコルは、イーサネット、ＳＡＰ（登録商標）、ＳＡ
Ｓ（登録商標）、ＡＴＰ、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）、ＧＳＭ（登録商標）、ＴＣ
Ｐ／ＩＰ、ＬＡＮ、ＷＡＮ、Ｗｉ－Ｆｉ、８０２．１１Ｘ、３Ｇ、ＬＴＥ、近距離無線通
信（ＮＦＣ）及び任意の他の同様に適切な通信プロトコルとしてよいが、これらに限られ
ない。いくつかの実施形態において、典型的な計算アーキテクチャ２００の各メンバーデ
バイスもまた、関連するＩＰアドレスを有し得る。
【００４２】
　いくつかの実施形態において、少なくとも一つのデータ格納デバイス２０３は、磁気、
光及び／又は半導体メモリの適切な組み合わせを含んでよく、例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、
フラッシュドライブ、コンパクトディスクのような光ディスク、及び／又はハードディス
ク若しくはドライブを含んでよい。いくつかの実施形態において、ＣＰＵ２０２及びデー
タ格納デバイス２０３はそれぞれが、例えば、一つのコンピュータ若しくは他の計算デバ
イスの中に完全に配置されてよく、又は、ＵＳＢポート、シリアルポートケーブル、同軸
ケーブル、イーサネットタイプケーブル、電話線、無線送受信器若しくは他の同様の無線
若しくは有線媒体、又は前述の組み合わせのような、通信媒体により互いに接続されてよ
い。
【００４３】
　いくつかの実施形態において、データ格納デバイス２０３は、（ｉ）ＣＰＵ２０２を本
発明に従うように、特にＣＰＵ２０２に関して以下に詳述するプロセスに従うように仕向
けるべく適合されたプログラム（例えばコンピュータプログラムコード及び／又はコンピ
ュータプログラム製品）、（ｉｉ）プログラムが要求する情報を格納するべく利用され得
る情報を格納するべく適合されたデータベース、を格納してよい。いくつかの実施形態に
おいて、プログラムは、例えば、圧縮形式、非コンパイル形式及び／又は暗号化形式で格
納してよく、コンピュータプログラムコードを含んでよい。プログラムにおける一連の命
令の実行によりプロセッサ２０２が、ここに記載されるプロセスステップを実行する一方
、ハードワイヤード回路を、本発明のプロセスの実装を目的とするソフトウェア命令の代
わりに又はそのソフトウェア命令との組み合わせで使用することができる。すなわち、本
発明の実施形態が、ハードウェア及びソフトウェアの任意の特定の組み合せに限られるこ
とはない。いくつかの実施形態において、ネットワークサーバ２０１が実行し得る適切な
コンピュータプログラムコードは、ネットワークサーバ２０１に、安全なデータ処理機能
及び／又は保険契約管理機能のような、ただしこれらに限られない、多数の機能を行わせ
るようにプログラムされ得る。
【００４４】
　いくつかの実施形態において、図２に示すように、典型的な保険契約管理アプリケーシ
ョンを実行するとき、典型的なネットワークサーバ２０１は、エネルギー使用の場所固有
レベルに基づいて機器（例えばＵＯＥ（１～ｎ）２０５）を管理する一つ以上のセンサ駆
動の動的調整可能フィードバックループの一部となり得る。例えば、図２に示すように、
典型的なセンサ（１～ｎ）２０４は少なくとも、典型的なＵＯＥ（１～ｎ）２０５に関連
する様々な環境パラメータ及び／又は動作パラメータを収集して当該収集センサデータを
、一つ以上の通信媒体／プロトコル２０６を介して典型的なネットワークサーバ２０１へ
と送信することができる。いくつかの実施形態において、センサデータの典型的な環境パ
ラメータ及び／又は動作パラメータは、典型的なＵＯＥ（１～ｎ）２０５によるエネルギ
ー使用の場所固有レベルに関連する。いくつかの実施形態において、典型的な保険契約管
理アプリケーションを実行するとき、典型的なネットワークサーバ２０１は、典型的なＵ
ＯＥ（１～ｎ）２０５によるエネルギー使用の場所固有レベルを含む典型的なセンサデー
タを利用し、資産故障推定（資産故障推定値）に関連する一つ以上のデータ値を決定する
ことができる。
【００４５】
　いくつかの実施形態において、少なくとも一つの特定ＵＯＥに対する少なくとも一つの
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機器故障推定値に基づいて典型的な保険契約管理アプリケーションを実行するとき、典型
的なネットワークサーバ２０１は、同じ事業体が制御しても又はしなくてもよい少なくと
も一つの特定ＵＯＥ及び／又は一つ以上のＵＯＥを保証するための保険データを決定する
ようプログラムすることができる。いくつかの実施形態において、保険データは、現行の
場所固有保険料、及び／又は既存の保険料に対する場所固有保険料の変更のような、ただ
しこれらに限られない場所固有保険料データを含み得る。いくつかの実施形態において、
典型的なネットワークサーバ２０１は、少なくとも一つの電子警告を、
ｉ）一つ以上の他のサーバ／コンピュータシステム２０９（例えば一つ以上のＵＯＥ（１
～ｎ）２０５にサービスを提供するサービスプロバイダのサーバ／コンピュータシステム
）、
ｉｉ）一つ以上の様々なユーザ電子デバイス２０８（例えば被保険事業体の電子デバイス
）、
ｉｉｉ）一つ以上のセンサ（１～ｎ）２０４、
ｉｖ）一つ以上の典型的なＵＯＥ（１～ｎ）２０５、又は
ｖ）これらの任意の組み合わせ
の少なくとも一つに対して発生させるべくプログラムされてよい。
【００４６】
　いくつかの実施形態において、少なくとも一つの電子警告は少なくとも、新しい保険料
及び／又は保険料の変更についての情報を与えるべく構成され得る。いくつかの実施形態
において、少なくとも一つの電子警告は、少なくとも一つの電子警告に関連する一つ以上
のＵＯＥに関連付けられた少なくとも一つの保険会社に、一つ以上のＵＯＥのエネルギー
使用の場所固有レベルに影響を与えるようにさせるべく構成され得る。いくつかの実施形
態において、少なくとも一つの電子警告は、一つ以上のセンサ（１～ｎ）２０４の少なく
とも一つの動作パラメータ、及び一つ以上の典型的なＵＯＥ（１～ｎ）２０５の少なくと
も一つの動作パラメータのうちの少なくとも一方を調整する少なくとも一つの命令を含み
、一つ以上のＵＯＥのエネルギー使用の場所固有レベルに関するセンサデータ収集、及び
一つ以上のＵＯＥの少なくとも一つの動作モードのうちの少なくとも一方に影響を与える
ように構成され得る。
【００４７】
　いくつかの実施形態において、その後、典型的な独創的保険契約管理アプリケーション
を実行するとき、典型的なネットワークサーバ２０１は、典型的なネットワークサーバ２
０１が、一つ以上のセンサ（１～ｎ）２０４からデータを受信するのを停止したことを特
定する電子動作警告を、リアルタイムで発生させるように構成され得る。
【００４８】
　いくつかの実施形態において、典型的な独創的保険契約管理アプリケーションを実行す
るとき、典型的なネットワークサーバ２０１は、ここに詳述される一つ以上の機械学習技
術を、受信データ（例えば資産固有履歴データ、現行のエネルギー消費データ、故障頻度
等）にリアルタイムで適用し、例えば、リアルタイムで予測的に警告を発生させること、
機器故障の可能性を低減すること、使用ベースの故障保険料を低減すること等のうちの一
つ以上を制限なしに達成するように構成される。
【００４９】
　図３Ａ及び３Ｂは、本発明の少なくともいくつかの実施形態に係る図２に示す典型的な
ネットワークサーバ２０１において実行される典型的な保険契約管理アプリケーションの
ための、典型的な独創的プロセスの典型的なフローチャートである。いくつかの実施形態
において、典型的な独創的プロセスは、例えば、制限なしに、所定の機器又はシステムが
故障又は損傷するか否か、及び当該故障及び／又は損傷が生じる可能性が高いときの少な
くとも一方を決定するときに、機器（例えばＵＯＥ（１～ｎ）２０５）を管理するべく典
型的なセンサ駆動動的調整可能フィードバックループにおいて利用され得るエネルギー使
用ベースの保険料データを決定することに関する。いくつかの実施形態において、典型的
な独創的プロセスは、一つ以上の物理的場所に、又はエネルギー消費計量若しくはセンサ
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記録を有する任意レベルで適用することができる。いくつかの実施形態において、典型的
な保険契約管理アプリケーションは、エネルギー使用ベースの保険料データを利用し、場
所、システム及び／又は機器（例えばＵＯＥ（１－ｎ）２０５）に対する使用ベースの保
険料を決定するべく構成／プログラムされ得る。
【００５０】
　図３Ａ及び３Ｂにおいて、ステップ３０１は、保険料に対して格付けされたエネルギー
消費物理構成（例えば一つ以上のＵＯＥ）となり得るエネルギー消費物理資産に関する。
いくつかの実施形態において、典型的な物理構成は、共通の機能を有する一つ又は複数の
地理的場所（例えばアパート）、場所内の物理システム（例えばＨＶＡＣ）、及び／又は
個別の機器、例えばＭＲＩ機械、となり得る。例えば、制限なしに、各資産エネルギー使
用は、一つ以上の需要計器から及び／又はエネルギー使用データを測定するべく当該資産
に搭載されたセンサから、取得され得る。いくつかの実施形態において、資産レベルのエ
ネルギー使用データは、意味のある統計を計算するのに十分な集合体を収集するのに適切
な、かつ将来の起こり得る損害（エクスポージャー）を代表するのに十分短い、特定の履
歴期間にわたってコンパイルされる。例えば、制限なしに、この説明を目的として、一つ
の制限なしに、５年の期間が使用される。エネルギー消費に加え、ステップ３０１は、各
資産環境についての標準資産特性を収集する。例えば、そのサイズ、営利事業のタイプ、
住所、及び／又は他のデータが、資産サイズ及び／又は動作特性に関連する。ステップ３
０２において、ステップ３０１におけるものと同じデータを含むが、付加的に、故障した
場所、機器及び／又はシステム、損失原因、並びに損失額についての資産固有損失データ
も含む請求データが、収集される。ステップ３０３において、ステップ３０１及び３０２
において展開されたデータソースが、請求頻度（例えば故障／欠陥の頻度）、及び請求重
大度（例えば故障／欠陥の重大度）を計算するべく組み合わされる。例えば、これは、以
下の式（１）及び（２）を適用することによって達成することができる。
【数１】

【００５１】
　これらの計算は、エクスポージャー及び損失データベースの、従前に特定されたデータ
サブセットに対して行われ、各サブセットに対する請求の頻度及び重大度が計算される。
いくつかの実施形態において、これらのデータカテゴリ分けは、収集されたデータにおけ
る営利事業の性質に少なくとも部分的に基づく。他実施形態は、例えばＨＶＡＣ、冷蔵、
照明、加熱、冷却等のような物理システムに基づく。そして、他実施形態は、例えばチラ
ー、ボイラー、モータ、エンジン等のような固有の機器に基づき得る。サブセットは、地
理的領域、事業タイプ、サイズ、動作日数に対して定義され得る。いくつかの実施形態に
おいて、以下の式（３）に示されるように、請求の頻度ｆ及び重大度Ｓが一緒に掛け合わ
され、各サブセットのベース損失コストＲが資産保険に対して計算される。
【数２】

【００５２】
　図３Ａ及び３Ｂにおいて、ステップ３０４は、典型的な保険契約管理アプリケーション
が、ベース損失コストを、オーバーヘッド、請求管理、手数料及び／又は再保険を資源な
しに含む標準保険関連事業コストを含むように調整するべく構成／プログラムされ得るこ
とを示す。いくつかの実施形態において、典型的な保険契約管理アプリケーションは、こ
れらの費用を、標準会計手順を介して計算し、その費用を、実行可能な事業活動を保証す
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るベース保険料損失コストに加える。いくつかの実施形態において、適用される費用料金
は、ステップ３０３において定義されるサブセット群によって変わり得る。
【００５３】
　いくつかの実施形態において、典型的な保険契約管理アプリケーションは、エネルギー
使用データが資産ごとに生成されるステップ３０５から開始する平行プロセス経路を実行
するべく構成／プログラムされ得る。図３Ａにおいて、エネルギー使用データ３０５は、
リアルタイム、連続的、断続的、散発的、時折、及び要求時のような任意の時間ベースで
生成される。図３Ｂにおいて、エネルギー使用データ３０５は、リアルタイムで生成され
る。例えば、資産の実際／現行のエネルギー使用は、一つ以上の需要計器から、又はエネ
ルギー及び／若しくは使用を測定するべく資産に搭載されたセンサから、取得され得る。
いくつかの実施形態において、このエネルギー使用は、制限なしに、ディーゼル燃料ガロ
ン、天然ガスの立方フィート、キロワット時、キロワット、及び／又は他のエネルギー使
用単位に関し得る。ステップ３０６において、典型的な保険契約管理アプリケーションは
、固有期間にわたって使用されたエネルギーに関するエネルギー使用データを格納するべ
く構成／プログラムされ得る。このエネルギー使用データは、例えば、典型的なセンサ（
１～ｎ）２０４（例えば顧客搭載エネルギー計器）、典型的なＵＯＥ（１～ｎ）２０５（
例えば需要自体）、及び一つ以上のサードパーティに関連付けられた一つ以上の電子ソー
スから受信され得る。いくつかの実施形態において、典型的な保険契約管理アプリケーシ
ョンは、場所、システム又は別個の機器に対する全体的な使用を代表するようにエネルギ
ー使用データを群別に分けるべく構成／プログラムされ得る。ステップ３０７において、
一集合体における各サイトに対し、典型的な保険契約管理アプリケーションは、エネルギ
ー使用データを取得して当該エネルギー使用データを、集合体レベルのデータベースとし
て格納するべく構成／プログラムされ得る。典型的な保険契約管理アプリケーションは、
エネルギー使用データとともに、サイトの属性を取得するべく構成／プログラムされ得る
。この属性は、サイトの場所、サイズ、及び／又は事業活動に関連するデータを、制限な
しに含む。ステップ３０８において、典型的な保険契約管理アプリケーションは、収集さ
れたサイト及び顧客レベルのデータを、ステップ３０１から３０４において使用された資
産保険リスクを記載するべく使用され得る典型的な資産レベルのコードへと変換又はマッ
ピングするべく構成／プログラムされ得る。これにより、エネルギー使用データを、ステ
ップ３０１から３０４において行われたのと同じサブセット基準でマッピング／カテゴリ
分けすることができる。このマッピングは、ステップ３０７からの集合体レベルのエネル
ギーデータと、ステップ３０９において価格設定するための顧客エネルギーデータとの双
方を変換するべく使用される。例えば、サイトの番地及び郵便番号を、資産リスクをモデ
リングするべく、予め定義された地理的領域にマッピングすることができる。また、標準
産業分類（ＳＩＣ）コードの点から日常的に記載される事業活動は、資産リスク占有コー
ドのマッピングを必要とし得る。このステップにより、エネルギーデータを、ステップ３
０１から３０４において行われるのと同じサブセット基準でマッピング／カテゴリ分けで
きることが保証される。
【００５４】
　ステップ３０９において、典型的な保険契約管理アプリケーションは、（ステップ３０
８の結果を使用して）資産レベルのクラス変数にマッピングされる固有セットの顧客デー
タ、及びエネルギー消費データをコンパイルし、資産故障保険のためのエネルギー使用ベ
ース保険料を決定するべく構成／プログラムされ得る。多数のエネルギー源が一サイトで
消費されている場合、典型的な保険契約管理アプリケーションは、すべてのエネルギー消
費をキロワット時に変換する少なくとも一つの標準エネルギー変換係数を利用するべく構
成／プログラムされ得る。
【００５５】
　ステップ３１０において、ステップ３０４、３０８からのデータ結果が、ステップ３０
９において入力された顧客データに適用される。典型的な保険契約管理アプリケーション
は、ステップ３０９において挙げられた各資産ベースの顧客に対する以下の式（４）から
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使用ベース保険料を計算するべく構成／プログラムされ得る。いくつかの実施形態におい
て、典型的な保険契約管理アプリケーションは、他の適切な基準を利用するべく構成／プ
ログラムされ得る。その後、典型的な保険契約管理アプリケーションは、特定されたサブ
セット基準（例えば領域・サイズ・事業）それぞれにわたる和及び合計を決定するべく構
成／プログラムされ得る。
【００５６】
　ステップ３１０において、各資産保険料Ｐｉが、積調整ベースコストと、固有資産のエ
ネルギー消費Ｅｉを資産クラスの平均エネルギー消費で割った商のα乗とから計算される
。
【数３】

ここで、Ｅバー＝資産集合体にわたって計算された平均エネルギー消費である。

【数４】

αは、保険会社が決定する資産クラスエネルギースケール因子である。
ｍは、ステップ３０４において計算される。
Ｋは、同じ集合体保険料全体の生成レートを正規化する定数である。
Ｒは、ステップ３０３において計算されるベース損失コストである。
【００５７】
　定数Ｋは、所与の事業カテゴリ又は資産クラスに対する合計保険料が、αに関して一定
のままであることを保証するべく含められる。所与量の保険料をもたらすべく所与の保険
契約書が署名されている場合、スケーリング因子の選択によりこの量を変更すべきではな
い。さらに、保険規制の観点からは、標準レートが州の規制当局により承認された場合、
保険料の保険契約書は、不変のまま、すなわちスケーリング因子から独立したまま、保持
する必要がある。合計の事業カテゴリ又は資産クラス保険料定数Ｋは、以下のように計算
することができる。

【数５】

ここで、Ｎは集合体のサイズである。
【００５８】
　スケール因子αは、保険会社によって選択される。その値は、保険データ、エンジニア
リングデータ、及び特定の資産クラスが署名された経験に基づく。これは、様々な理由に
よって変わり得る。例えばα＝１の場合、資産エネルギー使用を倍増すると、保険料も倍
増する。この線形性は、エネルギー使用の変化が、機器のカウント数又は動作時間の変化
に直接的に関係する場合の、起こり得る保険の損害を記述し得る。ただし、他の場合に対
しては、保険リスクは必ずしも、エネルギー使用に対して線形的というわけではない。例
えば、α＝１／２の場合、エネルギー使用を倍増しても、保険レートが近似的に４０％（
２の平方根≒１．４１）だけ増加するのみである。このアプローチは、いくつかの動作ユ
ニットを、大きくエネルギー効率の良い物品に交換する顧客に対して有効となり得る。他
実施形態において、異なる値を使用することができ、実際のところ、α＞１の値が、いく
つかの資産クラスにとって適切となり得る。例えば、高い値の機器は、その独自の技術ゆ
えに高いコストを反映し得るので、事業中断の値が高くなる。選択されたαの値は、資産
クラスのリスクがどのようにしてエネルギー消費により変化するのかの保険会社のデータ
及び経験を反映する。
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【００５９】
　図３Ａ及び３Ｂに記載される典型的な独創的方法の例として、図４～７は、典型的な保
険契約管理アプリケーションがどのようにして、例えばリアルタイムで、３つの典型的な
資産クラスに該当する顧客について所与の地理的領域に対し、エネルギー使用ベースの保
険料を計算するべく構成／プログラムされ得るのかを示す。
【００６０】
　図４において、ステップ４１０では、典型的な保険契約管理アプリケーションが、所定
資産クラス当たりの履歴エクスポージャーデータを電子的に取得する。所定資産クラスの
例は、小売店の場所、空調システム、及び、磁気共鳴画像（ＭＲＩ）機械の機器資産クラ
スである。ステップ４２０において、典型的な保険契約管理アプリケーションは、被保険
集合体に対する履歴資産請求データに関する履歴データを電子的に取得する。ステップ４
３０において、典型的な保険契約管理アプリケーションは、ベース損失コストを計算する
べく、ステップ４１０及び４２０からの損失とエクスポージャーデータとを動的に結合す
る。ステップ４４０において、典型的な保険契約管理アプリケーションは、予め決められ
た乗数によってベース損失コストを動的に調整する。当該乗数は、資産クラス特性、費用
、再保険、利益等のような、ただしこれらに限られない、様々な付加的項目を説明する履
歴データに少なくとも部分的に基づいて決定又は計算され得る。
【００６１】
　図５において、ステップ５１０では、典型的な保険契約管理アプリケーションは、価格
設定される被保険資産集合体に対するエネルギー消費データを生成するべく、例えば、制
限なしに、（１）一つ以上の需要計器、（２）一つ以上のセンサ、又は（３）一つ以上の
電子データベースのうち少なくとも一つから、エネルギーデータを電子的に取得する。例
えば、ステップ５２０において、典型的な保険契約管理アプリケーションは、３つの資産
クラスそれぞれに対して４名の被保険者のエネルギー消費データを電子的に決定する。こ
のデータは、標準保険商品の価格設定のために十分なエクスポージャー及び損失データを
決定するべく通常行われるものと同様の所与の期間の間、コンパイルされる。ステップ５
３０において、典型的な保険契約管理アプリケーションは、すべての被保険資産クラスに
わたって各資産クラスについて、固有の被保険集合体ｉに対し平均エネルギー消費統計（
Ｅｉバー）を生成する。
【００６２】
　図６において、ステップ６１０では、典型的な保険契約管理アプリケーションは、価格
設定顧客ＩＤ（例えば小売店＃１２３４）をその資産クラスにマッピングする。ステップ
６２０において、典型的な保険契約管理アプリケーションは、各価格設定顧客ＩＤを、そ
のエネルギー消費、及びステップ４４０で計算された資産クラス調整ベース損失コストに
リンクさせる。ステップ６３０において、典型的な保険契約管理アプリケーションは、保
険料計算に使用される資産クラスに対し、スケール因子（αｋ）を包含する保険会社が与
えた表を利用する。
【００６３】
　図７において、ステップ７１０では、典型的な保険契約管理アプリケーションは、表形
式データ並びに式（４）及び（５）を使用して顧客保険料を計算する。
【００６４】
　いくつかの実施形態において、典型的な保険契約管理アプリケーションは、すべての場
所にわたりかつすべての燃料にもわたる代表的な顧客のエネルギー使用の合計を決定する
べく構成／プログラムされ得る。例えば、一事業が、電気消費に加え、加熱のために天然
ガスを使用し得る。かかる場合、典型的な保険契約管理アプリケーションは、例えば、２
９．２１ｋｗｈに等価な天然ガスの１００ｆｔ３の特定の変換を利用して、ｋｗｈに等価
な天然ガス使用を電気消費に追加するべく構成／プログラムされ得る。
【００６５】
　いくつかの実施形態において、典型的な保険契約管理アプリケーションは、異なる燃料
に対して他のｋｗｈ等価変換因子を利用するべく構成／プログラムされ得る。いくつかの
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実施形態において、典型的な保険契約管理アプリケーションは、エネルギー変換計算を、
顧客の完全なエネルギーデータ集合体にわたって適用し、生成されたエネルギー変換デー
タをコンパイルして、別個の又はここに詳述される一つ以上の他データベースと一体のデ
ータベースにするべく構成／プログラムされ得る。いくつかの実施形態において、典型的
な保険契約管理アプリケーションは、機器（例えばＵＯＥ（１－ｎ）２０５）をエネルギ
ー使用の資産固有レベルに基づいて管理する典型的な独創的センサ駆動の動的調整可能フ
ィードバックループをサポートする上で、調整された機器保険価格設定モデルを、新たな
保険顧客のエネルギー消費データに適用するべく構成／プログラムされ得る。例えば、典
型的な保険契約管理アプリケーションは、新たな顧客の名前及び合計エネルギー消費（ｋ
ｗｈ単位で測定）を保険事業カテゴリにマッピングするべく構成／プログラムされ得る。
その後、典型的な保険契約管理アプリケーションは、別個の契約に対し、対応するレート
付け情報と顧客のエネルギー使用との組み合わせに少なくとも部分的に基づいて新たな顧
客の資産故障保険料を決定するべく構成／プログラムされ得る。
【００６６】
　いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形
態の組み合わせにおいて、典型的な保険契約管理アプリケーションは、リアルタイムで、
一つ以上の機械学習技法（例えばニューラルネットワーク、サポートベクターマシン、決
定木、ランダムフォレスト、ブースティング、最近傍アルゴリズム、単純ベイズ、バギン
グ等）を、例えば、制限なしに、学習可能な又は学習訓練可能な（すなわち随意的に、こ
こに詳述される典型的な分析が存在しない）場所、システム、機器、又は一つ以上の他の
適切な資産分類基準／カテゴリのうちの少なくとも一つに基づいて資産を分類するべく、
例えば、制限なしに、資産固有履歴データ又は資産固有現行エネルギー消費データの少な
くとも一方に適用するべく構成／プログラムされ得る。
【００６７】
　いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形
態の組み合わせにおいて、典型的なニューラルネットワーク技法は、制限なしに、フィー
ドフォワードニューラルネットワーク、動径基底関数ネットワーク、リカレントニューラ
ルネットワーク、畳み込みネットワーク（例えばＵ－ｎｅｔ）又は他の適切なネットワー
クのうちの一つとしてよい。いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下
に記載される任意の実施形態の組み合わせにおいて、ニューラルネットワークの典型的な
実装は、以下のように実行され得る。
ｉ）ニューラルネットワークアーキテクチャ／モデルを定義する。
ｉｉ）センサデータを典型的なニューラルネットワークモデルに伝達する。
ｉｉｉ）典型的なモデルを段階的に訓練する。
ｉｖ）固有数のタイムステップのための精度を決定する。
ｖ）典型的な訓練済みモデルを、新たに受信したセンサデータを処理するべく適用する。
ｖｉ）随意的にかつ並列して、典型的な訓練済みモデルの訓練を、予め決められた周期で
続ける。
【００６８】
　いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形
態の組み合わせにおいて、典型的な訓練済みニューラルネットワークモデルは、少なくと
もニューラルネットワークトポロジ、一連のアクティベーション関数、及び接続重みによ
ってニューラルネットワークを特定することができる。例えば、ニューラルネットワーク
のトポロジは、ニューラルネットワークのノードの構成と当該ノード間の接続とを含み得
る。いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施
形態の組み合わせにおいて、典型的な訓練済みニューラルネットワークモデルはまた、バ
イアス値／関数、及び／又は集計関数を含むがこれらに限られない他のパラメータを含む
ように特定され得る。例えば、ノードのアクティベーション関数は、ステップ関数、正弦
関数、連続若しくは区分線形関数、シグモイド関数、双曲線正接関数、又はノードがアク
ティベートされるしきい値を表す他のタイプの数学関数としてよい。いくつかの実施形態
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において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形態の組み合わせにおい
て、典型的な集計関数は、入力信号をノードに結合する数学関数（例えば和、積等）とし
てよい。いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の
実施形態の組み合わせにおいて、典型的な集計関数の出力は、典型的なアクティベーショ
ン関数への入力として使用してよい。いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上
又は以下に記載される任意の実施形態の組み合わせにおいて、バイアスは、ノードがアク
ティベートされる可能性を高く又は低くするべく集計関数及び／又はアクティベーション
関数が使用し得る一定値又は関数としてよい。
【００６９】
　いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形
態の組み合わせにおいて、典型的なニューラルネットワークにおける各接続に対する典型
的な接続データは、ノード対又は接続重みの少なくとも一方を含み得る。例えば、典型的
なニューラルネットワークがノードＮ１からノードＮ２までの接続を含む場合、当該接続
に対する典型的な接続データは、ノード対＜Ｎ１，Ｎ２＞を含み得る。いくつかの実施形
態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形態の組み合わせにお
いて、接続重みは、Ｎ２に入力される前にＮ１の出力を修正するか否か及び／又はどのよ
うにしてＮ２に入力される前にＮ１の出力を修正するかに影響する数値量となり得る。リ
カレントネットワークの例では、ノードは、自身との接続を有し得る（例えば接続データ
がノード対＜Ｎ１，Ｎ１＞を含み得る）。
【００７０】
　いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形
態の組み合わせにおいて、典型的な訓練済みニューラルネットワークモデルはまた、種識
別子（ＩＤ）及び適合度データも含み得る。例えば、種ＩＤはそれぞれが、典型的なモデ
ルを複数の種（例えば資産分類カテゴリ）のうちどれに分類するかを示し得る。例えば、
適合度データは、典型的な訓練済みニューラルネットワークモデルがどれほど良好に、入
力資産エネルギー消費データセット及び／又は資産故障損失データセットをモデリングす
るのかを示し得る。例えば、適合度データは、モデルに対して適合度関数を評価すること
に基づいて決定される適合度値を含み得る。例えば、典型的な適合度関数は、入力資産エ
ネルギー消費データセット及び／又は資産故障損失データセットについて典型的な訓練済
みニューラルネットワークモデルを試験することにより生成される誤差の頻度及び／又は
大きさに基づく目的関数としてよい。簡単な例として、入力資産エネルギー消費データセ
ット及び／又は資産故障損失データセットそれぞれが１０行を含み、入力資産エネルギー
消費データセット及び／又は資産故障損失データセットそれぞれがＡ及びＢで示される２
列を含み、典型的な訓練済みニューラルネットワークモデルが、入力値Ａの場合に予測値
Ｂを出力すると仮定する。この例では、典型的な訓練済みニューラルネットワークモデル
を試験することは、入力資産エネルギー消費データセット及び／又は資産故障損失データ
セットそれぞれから１０個の値Ａそれぞれを入力することと、予測値Ｂを、入力資産エネ
ルギー消費データセット及び／又は資産故障損失データセットそれぞれからの対応する実
際値Ｂと比較することと、２つの予測値Ｂ及び実際値Ｂが異なるか否か及び／又はどれだ
け異なるかを決定することとを含み得る。例示すると、特定のニューラルネットワークが
、１０行のうち９行に対して値Ｂを正確に予測したとすると、典型的な適合度関数は、対
応するモデルを適合度値９／１０＝０．９に割り当て得る。理解すべきことだが、これま
での例は、例示のみを目的とし、制限とみなすべきではない。いくつかの側面において、
典型的な適合度関数は、入力ノードの数、ノード層、隠れ層、接続、計算の複雑性のよう
な、誤差頻度又は誤差レートに無関係な因子に基づいてよい。
【００７１】
　いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形
態の組み合わせにおいて、典型的なニューラルネットワークモデルは、入力資産エネルギ
ー消費及び／又は資産故障損失の値を入力レイヤにおいて受信する。いくつかの実施形態
において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形態の組み合わせにおい
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て、典型的な訓練済みニューラルネットワークモデルはその後、それらの値を、接続部を
介して特定のレイヤに伝播させる。いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又
は以下に記載される任意の実施形態の組み合わせにおいて、各接続部は、当初値を修正す
るべく使用される数値重み付け値（例えば－１と１との間の値）を含み得る（例えば伝播
値＝当初値＊重み）。いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載
される任意の実施形態の組み合わせにおいて、特定のレイヤの複数のノードが、これらの
伝播値を入力として受信する。いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以
下に記載される任意の実施形態の組み合わせにおいて、特定のレイヤの各ノードは、受信
した入力値を組み合わせる（例えばすべての受信値の和をとる）関数を含み得る。例えば
、各ノードはさらに、後続レイヤとの複数の接続部のうち一つの接続部に一つの値が出力
されるときを決定する一つ以上のアクティベーション関数を包含し得る（例えば、組み合
わされた入力値が＞０であれば＋１を出力し、組み合わされた入力値が＜０であれば－１
を出力し、組み合わされた入力値が＝０であれば０を出力する）。典型的な出力レイヤの
各ノードは、入力センサ値に対して予め定義されたカテゴリに対応し得る。例えば、出力
レイヤの各ノードに対する組み合わされた入力センサ値は、入力に対して決定されたカテ
ゴリを決定し得る（例えば最大の組み合わされた入力値を有する出力ノードに対するカテ
ゴリ）。いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の
実施形態の組み合わせにおいて、このようにして、典型的なニューラルネットワーク構造
は、例えば、入力資産エネルギー消費データセット及び／又は資産故障損失データセット
のための一つ以上の資産分類カテゴリを決定するべく使用することができる。
【００７２】
　いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形
態の組み合わせにおいて、接続部に対する重みには、開始のためのデフォルト値及び／又
はランダム値が与えられる。いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下
に記載される任意の実施形態の組み合わせにおいて、センサ入力はその後、入力レイヤを
介して典型的なニューラルネットワークモデルへと与えられ、資産エネルギー消費及び／
又は資産故障損失入力の値に対して（例えば出力レイヤのノードにおける最高の組み合わ
された入力値に基づいて）決定されたカテゴリが観測され、事前にラベル付けされた正し
いカテゴリと比較される。いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に
記載される任意の実施形態の組み合わせにおいて、接続部に対する重みは、典型的なニュ
ーラルネットワークモデルが、すべての入力に対し、又は少なくともすべての入力の許容
可能部分に対し、正しいカテゴリを正しく決定するまで繰り返し修正され、その結果、典
型的な訓練済みニューラルネットワークモデルが得られる。例えば、新たな入力が、事前
に決定された正しいカテゴリなしに受信されるとき、本発明の典型的な独創的コンピュー
タベースシステムは、その入力を、典型的な訓練済みニューラルネットワークモデルに提
出し、その入力に対して最も可能性が高いカテゴリを決定するべく構成され得る。
【００７３】
　いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形
態の組み合わせにおいて、典型的なニューラルネットワークモデルはさらに、リアルタイ
ムで、例えば、ノード数の低減、接続数の低減、ファイルサイズの低減、ニューラルネッ
トワークモデルを定義するパラメータを格納するファイルのファイルサイズの低減、又は
これらの任意の組み合わせにより、ただしこれらに限られずに、最適化され得る。
【００７４】
　いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形
態の組み合わせにおいて、本発明は、典型的な独創的コンピュータ実装方法を与える。こ
の方法は少なくとも、少なくとも一つのプロセッサが、予め決定された時間の間に、エネ
ルギー消費物理資産の集合体に対し、ｉ）資産固有履歴データと、ｉｉ）少なくとも一つ
の需要計器、少なくとも一つのセンサ又はこれらの双方からの資産固有現行エネルギー消
費データとを受信するステップであって、当該資産固有履歴データは、１）資産固有履歴
エネルギー消費データ、２）少なくとも一つの第１資産固有履歴動作特性、３）少なくと
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も一つの第１資産固有履歴環境特性、及び４）第１資産固有履歴故障損失データを含むス
テップと、当該少なくとも一つのプロセッサが、各対応物理資産カテゴリに対し、対応故
障頻度と、当該資産固有履歴データに少なくとも部分的に基づく各故障の対応平均重大度
とを決定するステップと、当該少なくとも一つのプロセッサが、当該対応故障頻度及び各
故障の対応平均重大度に少なくとも部分的に基づいて各対応物理資産カテゴリに対し、各
物理資産当たりの調整された故障損失値を決定するステップと、当該少なくとも一つのプ
ロセッサが、当該資産固有現行エネルギー消費データに少なくとも部分的に基づいて各対
応物理資産カテゴリに対し、各物理資産当たりの対応平均現行エネルギー消費値を決定す
るステップと、当該少なくとも一つのプロセッサが、当該エネルギー消費物理資産の集合
体の少なくとも一つのエネルギー消費物理資産を代表する各対応エネルギー消費場所を、
特定物理資産カテゴリに関連付けるステップと、当該少なくとも一つのプロセッサが、各
対応エネルギー消費場所に対し、ｉ）対応するエネルギー消費場所に関連付けられた対応
物理資産カテゴリそれぞれにおける、当該エネルギー消費物理資産の集合体の少なくとも
一つのエネルギー消費物理資産の数と、ｉｉ）各対応物理資産カテゴリに対する各物理資
産当たりの対応平均現行エネルギー消費値とに少なくとも部分的に基づいて、特定使用ベ
ース故障保険料値を決定するステップと、当該少なくとも一つのプロセッサが、当該対応
エネルギー消費場所の特定使用ベース故障保険料値に少なくとも部分的に基づいて、ｉ）
当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産にサービスを提供する少なくとも一つのサ
ービスプロバイダ、ｉｉ）当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産に関連付けられ
た少なくとも一つの事業体の少なくとも一つの電子デバイス、ｉｉｉ）当該少なくとも一
つのセンサ、又はｉｖ）当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産の少なくとも一つ
に対し、少なくとも一つの警告を発生させるステップとを含み、当該少なくとも一つの電
子警告は、当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産のエネルギー使用の場所固有レ
ベルに対し、ｉ）新たな使用ベース故障保険料値、又は当該使用ベース故障保険料値の変
更を要求すること、ｉｉ）当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産に関連付けられ
た少なくとも一人のユーザに、当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産のエネルギ
ー使用のレベルを変更させること、ｉｉｉ）当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資
産の少なくとも一つの動作特性を調整するように当該少なくとも一人のユーザに命令する
こと、ｉｖ）当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産の少なくとも一つの環境特性
を調整するように当該少なくとも一人のユーザに命令すること、及びｖ）当該少なくとも
一つのセンサの少なくともセンサ動作を調整するように当該少なくとも一人のユーザに命
令することの少なくとも一つによって影響を与えるべく構成される。
【００７５】
　いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形
態の組み合わせにおいて、当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産は、一つ以上の
機器ユニット（ＵＯＥ）を含む物理構成である。いくつかの実施形態において、及び随意
的に、以上又は以下に記載される任意の実施形態の組み合わせにおいて、当該少なくとも
一つの履歴環境特性は、少なくとも一つの光パラメータ、少なくとも一つの音響パラメー
タ、少なくとも一つの圧力パラメータ、少なくとも一つの温度パラメータ、少なくとも一
つの温度パラメータ、少なくとも一つの加速度パラメータ、少なくとも一つの磁気パラメ
ータ、少なくとも一つの生物学的パラメータ、少なくとも一つの化学的パラメータ、又は
少なくとも一つの運動パラメータの少なくとも一つである。いくつかの実施形態において
、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形態の組み合わせにおいて、当該
少なくとも一つの光パラメータは、赤外光パラメータ、可視光パラメータ及び紫外光パラ
メータからなる群から選択される。いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又
は以下に記載される任意の実施形態の組み合わせにおいて、各対応エネルギー消費場所が
、少なくとも一つのエネルギー消費物理資産の物理的場所を特定するグローバルポジショ
ニングシステム（ＧＰＳ）データに基づいて定義される。いくつかの実施形態において、
当該少なくとも一つのセンサは、ｉ）液体圧力センサ、ｉｉ）液体流量センサ、ｉｉｉ）
温度センサ、ｉｖ）気体流量センサ、ｖ）気体圧力センサ、又はｖｉ）電気システムセン
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サの一つである。
【００７６】
　いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形
態の組み合わせにおいて、当該少なくとも一つのプロセッサが、各対応エネルギー消費場
所を当該特定物理資産カテゴリに関連付けるステップはさらに、当該少なくとも一つのプ
ロセッサが、当該対応エネルギー消費場所の一つ以上のＵＯＥを当該特定物理資産カテゴ
リに分類することを含む。いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に
記載される任意の実施形態の組み合わせにおいて、当該対応エネルギー消費場所の一つ以
上のＵＯＥを当該特定物理資産カテゴリに分類することは、当該少なくとも一つのプロセ
ッサが、標準工業分類（ＳＩＣ）コードに少なくとも部分的に基づいて物理資産を分類す
るべく訓練されてきた少なくとも一つの機械学習技法を適用することを含む。
【００７７】
　いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形
態の組み合わせにおいて、当該資産固有履歴エネルギー消費データ及び資産固有現行エネ
ルギー消費データは、キロワット時（ｋｗｈ）の単位である。いくつかの実施形態におい
て、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形態の組み合わせにおいて、前
記少なくとも一つのプロセッサが、当該資産固有履歴エネルギー消費データ及び資産固有
現行エネルギー消費データを対応するｋｗｈ量に変換する。
【００７８】
　いくつかの実施形態において、及び随意的に、以上又は以下に記載される任意の実施形
態の組み合わせにおいて、本発明は、典型的な独創的システムを与える。このシステムは
少なくとも以下のコンポーネント、すなわち少なくとも一つの専用コンピュータを含む。
この専用コンピュータは、特定のコンピュータ実行可能プログラムコードを格納する非一
過性コンピュータメモリ、及び少なくとも一つのコンピュータプロセッサと含む。このコ
ンピュータプロセッサは、当該特定のプログラムコードが実行されると、少なくとも以下
の動作、すなわち、予め決定された時間の間に、エネルギー消費物理資産の集合体に対し
、ｉ）資産固有履歴データと、ｉｉ）少なくとも一つの需要計器、少なくとも一つのセン
サ又はこれらの双方からの資産固有現行エネルギー消費データとを受信する動作であって
、当該資産固有履歴データは、１）資産固有履歴エネルギー消費データ、２）少なくとも
一つの第１資産固有履歴動作特性、３）少なくとも一つの第１資産固有履歴環境特性、及
び４）第１資産固有履歴故障損失データを含む動作と、各対応物理資産カテゴリに対し、
対応故障頻度と、当該資産固有履歴データに少なくとも部分的に基づく各故障の対応平均
重大度とを決定する動作と、当該対応故障頻度及び各故障の対応平均重大度に少なくとも
部分的に基づいて各対応物理資産カテゴリに対し、各物理資産当たりの調整された故障損
失値を決定する動作と、当該資産固有現行エネルギー消費データに少なくとも部分的に基
づいて各対応物理資産カテゴリに対し、各物理資産当たりの対応平均現行エネルギー消費
値を決定する動作と、当該エネルギー消費物理資産の集合体の少なくとも一つのエネルギ
ー消費物理資産を代表する各対応エネルギー消費場所を、特定物理資産カテゴリに関連付
ける動作と、各対応エネルギー消費場所に対し、ｉ）対応するエネルギー消費場所に関連
付けられた各対応物理資産カテゴリにおける、当該エネルギー消費物理資産の集合体の少
なくとも一つのエネルギー消費物理資産の数と、ｉｉ）各対応物理資産カテゴリに対する
各物理資産当たりの対応平均現行エネルギー消費値とに少なくとも部分的に基づいて、特
定使用ベース故障保険料値を決定する動作と、当該対応エネルギー消費場所の特定使用ベ
ース故障保険料値に少なくとも部分的に基づいて、ｉ）当該少なくとも一つのエネルギー
消費物理資産にサービスを提供する少なくとも一つのサービスプロバイダ、ｉｉ）当該少
なくとも一つのエネルギー消費物理資産に関連付けられた少なくとも一つの事業体の少な
くとも一つの電子デバイス、ｉｉｉ）当該少なくとも一つのセンサ、又はｉｖ）当該少な
くとも一つのエネルギー消費物理資産の少なくとも一つに対し、少なくとも一つの警告を
発生させる動作とを行うべく構成され、当該少なくとも一つの電子警告は、当該少なくと
も一つのエネルギー消費物理資産のエネルギー使用の場所固有レベルに対し、ｉ）新たな
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使用ベース故障保険料値、又は当該使用ベース故障保険料値の変更を要求すること、ｉｉ
）当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産に関連付けられた少なくとも一人のユー
ザに、当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産のエネルギー使用のレベルを変更さ
せること、ｉｉｉ）当該少なくとも一つのエネルギー消費物理資産の少なくとも一つの動
作特性を調整するように当該少なくとも一人のユーザに命令すること、ｉｖ）当該少なく
とも一つのエネルギー消費物理資産の少なくとも一つの環境特性を調整するように当該少
なくとも一人のユーザに命令すること、及びｖ）当該少なくとも一つのセンサの少なくと
もセンサ動作を調整するように当該少なくとも一人のユーザに命令することの少なくとも
一つによって影響を与えるべく構成される。
【００７９】
　いくつかの実施形態において、本発明は、コンピュータ実装方法を与える。この方法は
少なくとも、保険契約管理アプリケーションを実行するサーバが、予め決められた期間の
間に（１）少なくとも一つの機器ユニット（ＵＯＥ）に関連する固有のデータについての
以下のパラメータ、すなわち占有度、アクティビティ、領域集約度、空間集約度、施設サ
イズ、システムタイプ、機器モデル、及びこれらの任意の組み合わせの少なくとも一つを
特定する場所、システム又は機器のパラメータ、（２）少なくとも一つのセンサからのエ
ネルギー使用データ、並びに（３）資産損失データを受信するステップと、当該保険契約
管理アプリケーションを実行するサーバが、エネルギー使用に基づいて、当該エネルギー
使用データ及び損失データにおいて特定された一定数の場所及び／又は資産に少なくとも
部分的に基づいて、保険料を計算するステップと、当該保険契約管理アプリケーションを
実行するサーバが、集合体平均エネルギー使用及び当該エネルギー使用データに基づいて
、少なくとも一つの施設に対してエネルギー使用ベース資産故障保険料を決定するステッ
プと、当該保険契約管理アプリケーションを実行するサーバが、エネルギー使用ベース資
産故障保険料に少なくとも部分的に基づいて、ｉ）当該少なくとも一つのＵＯＥにサービ
スを提供する少なくとも一つのサービスプロバイダ、ｉｉ）当該少なくとも一つのＵＯＥ
に関連付けられた少なくとも一つの被保険事業体の少なくとも一つの電子デバイス、ｉｉ
ｉ）当該少なくとも一つのセンサ、ｉｖ）当該少なくとも一つのＵＯＥ、及びｖ）これら
の任意の組み合わせ、の少なくとも一つに対し、少なくとも一つの警告を発生させるステ
ップとを含み、当該少なくとも一つの電子警告は、ｉ）新しい保険料及び／又は保険料の
変更についての情報を与えることと、ｉｉ）当該少なくとも一つのＵＯＥに関連付けられ
た少なくとも一つの保険会社に、当該少なくとも一つのＵＯＥのエネルギー使用の場所固
有レベルに影響を与えさせることと、ｉｉｉ）当該少なくとも一つのＵＯＥの少なくとも
一つの動作パラメータの少なくとも一つを調整する少なくとも一つの命令を含むことと、
ｉｖ）当該少なくとも一つのセンサの少なくとも一つの動作パラメータの少なくとも一つ
を調整する少なくとも一つの命令を含むこととを行うべく構成される。
【００８０】
　いくつかの実施形態において、本発明は、コンピュータシステムを与える。このコンピ
ュータシステムは少なくとも、以下のコンポーネント、すなわち保険契約管理アプリケー
ションのコンピュータ実行可能プログラムコードを電子的に格納する非一過性メモリと、
当該保険契約管理アプリケーションのプログラムコードを実行すると、少なくとも以下の
動作、すなわち予め決められた期間の間に（１）少なくとも一つの機器ユニット（ＵＯＥ
）に関連する固有のデータについての以下のパラメータ、すなわち機器モデル、システム
、占有度、アクティビティ、領域集約度、空間集約度、施設サイズ、及びこれらの任意の
組み合わせの少なくとも一つを特定する場所パラメータ、（２）少なくとも一つのセンサ
からのエネルギー使用データ、並びに（３）資産損失データを受信する動作と、当該エネ
ルギー使用データ及び損失データにおいて特定された一定数の場所及び／又は施設に少な
くとも部分的に基づいて、ベース損失コストを計算する動作と、当該エネルギー使用デー
タに基づいて、少なくとも一つの施設に対するエネルギー使用ベース資産故障保険料を決
定する動作と、当該保険契約管理アプリケーションを実行するサーバが、エネルギー使用
ベース資産故障保険料に少なくとも部分的に基づいて、ｉ）当該少なくとも一つのＵＯＥ
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にサービスを提供する少なくとも一つのサービスプロバイダ、ｉｉ）当該少なくとも一つ
のＵＯＥに関連付けられた少なくとも一つの被保険事業体の少なくとも一つの電子デバイ
ス、ｉｉｉ）当該少なくとも一つのセンサ、ｉｖ）当該少なくとも一つのＵＯＥ、及びｖ
）これらの任意の組み合わせ、の少なくとも一つに対し、少なくとも一つの警告を発生さ
せる動作とを行うべく構成された特にプログラムされたコンピュータプロセッサになる少
なくとも一つのコンピュータプロセッサとを含み、当該少なくとも一つの電子警告は、ｉ
）新しい保険料及び／又は保険料の変更についての情報を与えることと、ｉｉ）当該少な
くとも一つのＵＯＥに関連付けられた少なくとも一つの保険会社に、当該少なくとも一つ
のＵＯＥのエネルギー使用の場所固有レベルに影響を与えさせることと、ｉｉｉ）当該少
なくとも一つのＵＯＥの少なくとも一つの動作パラメータの少なくとも一つを調整する少
なくとも一つの命令を含むことと、ｉｖ）当該少なくとも一つのセンサの少なくとも一つ
の動作パラメータの少なくとも一つを調整する少なくとも一つの命令を含むこととを行う
べく構成される。
【００８１】
　本発明の一定数の実施形態が記載されてきたが、これらの実施形態は例示のみであって
制限ではないことと、多くの修正例が当業者にとって明らかとなることとを理解すべきで
ある。ここに記載される本発明の方法論、本発明のシステム、及び本発明のデバイスの様
々な実施形態が、互いの任意の組み合わせで利用することができることも含む。さらに依
然として、様々なステップは、任意の望ましい順序で行われてよい（そして特定の実施形
態のための任意の望ましいステップが追加され及び／又は任意の望ましくないステップが
削除されてもよい）。
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